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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント：

 

 本研究課題は、健康行動の誘発に寄与するインタラクティブ技術の構築を目的として研究が行われた。

その結果、生活者の知覚を生じさせないレベルでの健康状態の計測と、健康行動変容が可能なインプリ

シットインタラクション技術を組み込んだモバイル端末アプリケーションを開発し、多感覚提示技術に

よって意識下での運動行動変容を実現した。また、ソーシャルコミュニケーションの導入により健康行

動が促進されることを明らかにし、これを支援する健康貯金プラットフォームの構築を行うなどの成果

も挙げた。PRISM 事業の事業方針変更等により、研究期間を 5 年から 2 年 8 ヶ月に短縮としたことを受

けて再設定された目標は、期間内に達成したと考えられる。 

構築した健康貯金プラットフォームが企業での運用が開始されたことや全国団体への無償での利用

環境の提供が予定されていることなど普及に向けて活発な活動が行われたことについても評価出来る。 

 本研究にて開発・検証された各技術が統合された健康貯金プラットフォームの構築に向け、グランド

デザインを描く必要はあるが、健康貯金のための運動誘発 AI という発想は超高齢化社会を迎える我が

国にとって有効な施策になりえるものであり、研究の更なる発展と社会展開を期待したい。 

 

（2021年 9月追記） 

本課題は、新型コロナウイルスの影響を受け、6 ヶ月間期間を延長し、遅延していた被験者実験やデ

ータセットの蓄積・データ解析や姿勢チェックや運動記録が可能なプラットフォームの構築と運用の公

開に向けた準備を行った。 

その結果、大腿部への微弱振動刺激により，膝関節の運動精度を向上させる手法を新たに提案・検証

し、その有効性を確認した。また、本研究において開発した「スマートライフチャレンジ」システムを

パッケージ化して公開し、企業・団体に対して無償での利用環境提供を開始した。延長により、今後の

イノベーションにも繋がる新たな研究成果が得られたのみならず、研究成果の一部が社会実装され、申

込・届け出があった企業・団体にて利用されている等の成果が得られており、期間延長における目標は

達成したと考える。 
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